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所
在
地
・
神
栖
市
萩
原

　

花
ヶ
崎
城
は
別
名
を
豊
田
城
と
も
い
う
。
『
海
夫
注
文
』
（
応
安
年
間
南
北
朝
時
代
、
香
取
神
宮
蔵
）
に
「
は
な
か
さ

き
の
津
」
（
花
ヶ
崎
知
行
）
、「
は
ぎ
は
ら
の
津
」
（
萩
原
知
行
分
）
と
記
し
て
あ
り
、
萩
原
地
区
に
は
２
つ
の
津
が
あ
り
、

２
人
の
豪
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
津
」
を
支
配
・
管
理
し
て
い
た
。
そ
の
１
人
・
花
ヶ
崎
氏
は
子
孫
も
栄
え
、 

住
み
か
で

あ
っ
た
居
館
跡
も
保
護
さ
れ
花
ヶ
崎
城
と
し
て
現
在
も
残
存
し
て
い
る
。
城
跡
は
県
道
（
旧
道
）
か
ら
少
し
北
へ
入
っ

た
小
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
花
ヶ
崎
城
址
」
（
豊
田
城
）
の
標
柱
が
あ
る
が
、
正
し
く
は
「
館
址
」
で
あ
る
。
現
在
は

浄
動
院
（
真
言
宗
智
山
派
無
住
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
境
内
は
東
西
に
概
ね
80
ｍ
か
ら
１
０
０
ｍ
、
南
北
も
１
０
０

ｍ
前
後
で
方
形
館
跡
で
あ
る
。
周
辺
に
土
塁
を
築
き
、
水
濠
（
堀
）
も
施
し
て
あ
る
。
築
館
年
代
は
水
堀
の
広
さ
か
ら

築
城
方
法
が
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
境
内
墓
地
に
は
「
花
ヶ
崎
宗
家
追
遠
之
碑
」
（
高
さ
１
・
５
ｍ
、
幅
90
ｍ
）

が
あ
り
、
子
孫
に
よ
り
花
ヶ
崎
の
歴
史
を
刻
し
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
文
に
は
、
宗
家
の
祖
先
は
光
仁
帝 

（
第
49
代
光
仁
天
皇
）
の
御
楽
胤
（
側
室
の
子
）
で
、
萩
原
の
里
に
居
城
、
花
ヶ

崎
日
向
守
と
称
し
、
53
カ
所
の
所
領
（
知
行
地
）
を
持
っ
て
い
た
と
あ
る
。
永
禄
元
年
（
１
５
０
６
）
に
嫡
子
、
千
代

寿
丸
が
知
行
し
て
い
た
が
、
天
正
16
年
（
１
５
８
８
）
戦
変
に
よ
り
落
城
（
廃
館
）
し
百
姓
に
な
り
四
郎
兵
衛
と
名
を

改
め
、
子
孫
は
存
続
し
て
い
た
が
、
昭
和
４
年
に
絶
家
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
近
く
に
住
む
分
家
の
花
ヶ
崎
氏
に
よ
れ

　
　

方
形
館
跡
と
水
堀（
濠
）や
土
塁
が
よ
く
残
存

　
　

花
ケ
崎
城
（
花
ケ
崎
居
館
址
・
萩
原
氏
）
跡
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ば
「
私
の
隣
が
本
家
の
四
郎
兵
衛
で
す
が
、
今
で
も
大
き
な
屋
敷
で
、
今
は
荒
地
と
な
っ
て
い
る
が
本
家
は
52
代
続
い

た
屋
敷
内
に
あ
る
示

し
め
し

石
に
記
さ
れ
て
い
る
。
村
内
に
は
花
ヶ
崎
の
姓
を
持
つ
氏
族
が
約
30
戸
あ
る
が
、
み
ん
な
一
族
で

あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

浄
動
院
の
開
山
が
永
禄
10
年
と
記
し
て
あ
る
の
で
、
寺
は
四
郎
兵
衛
の
祖
先
が
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
、
寺
も
以
前

は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
花
ヶ
崎
城
（
館
）
は
室
町
時
代
の
典
型
的
は
方
形
館
跡
で
、
四
方
を
水
濠

（
堀
）
と
土
塁
を
施
し
、
よ
く
残
存
し
、
遺
構
を
と
ど
め
て
い
る
。
花
ヶ

崎
氏
の
居
館
を
廃
し
て
寺
が
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
江

戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

境
内
に
一
般
墓
地
が
つ

く
ら
れ
、
花
ヶ
崎
一
族

の
墓
地
も
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

花 ケ 崎 城

花ケ崎城跡


